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５月９日
５月臨時会議

議
長
選
挙
結
果

　

  

鵜
川　

和
彦　

８
票

　

  
      

藤
本　

光
行　

３
票

副
議
長
選
挙
結
果

　

  

齊
藤　

義
崇　

９
票

　

  

　

  

さ
い
と
う　
　

２
票

　

町
議
会
議
員
選
挙
後
、

初
め
て
の
議
会
が
５
月
９

日
に
開
催
さ
れ
、
議
長
に

鵜
川
和
彦
議
員
、
副
議
長

に
齊
藤
義
崇
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
お
よ
び
副
議
長
は
、

議
会
に
お
い
て
議
員
に
よ

る
選
挙
で
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

栗
山
町
議
会
は
、
議
会

基
本
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
正
副
議
長
を
志
す
議

員
に
よ
る
所
信
表
明
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
所
信
表
明
は
、
こ

れ
か
ら
の
議
会
運
営
の
方

向
性
を
明
確
に
し
、
議
会

の
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
、
議
員
に
よ
る
選
挙
に

先
立
っ
て
行
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
選
挙
結

果
及
び
議
会
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
議　

長　

鵜
川　

和
彦

〇
副
議
長　

齊
藤　

義
崇

〇
監
査
委
員　

　
　
　
　
　

藤
本　

光
行

○
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

堀　
　

文
彦

　

副
委
員
長　

置
田　

武
司

　

委　

員　

齊
藤　

義
崇

　

委　

員　

佐
藤　

則
男

　

委　

員　

藤
本　

光
行

　

委　

員　

鵜
川　

和
彦

○
産
業
福
祉
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

斉
藤　

隆
浩

　

副
委
員
長　

重
山　

雅
世

　

委　

員　

齊
藤　

義
崇

　

委　

員　

大
櫛　

則
俊

　

委　

員　

鈴
木　

千
逸

　

委　

員　

端　
　

師
孝

〇
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

鈴
木　

千
逸

　

副
委
員
長　

端　
　

師
孝

　

委　

員　

堀　
　

文
彦

　

委　

員　

佐
藤　

則
男

　

委　

員　

斉
藤　

隆
浩

〇
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

佐
藤　

則
男

　

副
委
員
長　

大
櫛　

則
俊

　

委　

員　

齊
藤　

義
崇
◎

　

委　

員　

置
田　

武
司
※

　

委　

員　

重
山　

雅
世
◎

　

委　

員　

堀　
　

文
彦
※

　

委　

員　

鈴
木　

千
逸
◎

　

委　

員　

斉
藤　

隆
浩
◎

　

委　

員　

端　
　

師
孝
※

　

委　

員　

藤
本　

光
行
※

※
印
は
、
広
報
小
委
員
会
委
員

◎
印
は
、
広
聴
小
委
員
会
委
員

委
員
長
、
副
委
員
長
は
両
小
委

員
会
に
所
属
。

○
議
会
改
革
推
進
会
議

　

座　

長　

齊
藤　

義
崇

　

副
座
長　

 

端　
　

師
孝

　

委　

員　

鈴
木　

千
逸

　

委　

員　

藤
本　

光
行

　

委　

員　

鵜
川　

和
彦

○
南
空
知
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

 

置
田　

武
司

　
　
　
　
　

 

斉
藤　

隆
浩

　
　
　
　
　

 

端　
　

師
孝

○
南
空
知
葬
斎
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

 

重
山　

雅
世

　
　
　
　
　

 

大
櫛　

則
俊

　
　
　
　
　

 

佐
藤　

則
男

○
南
空
知
ふ
る
さ
と

　

市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

 

鵜
川　

和
彦

○
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合

　

議
会
議
員

　
　
　
　
　

 

堀　
　

文
彦

○
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合　

　

議
会
議
員

　
　
　
　
　

 

鵜
川　

和
彦

　
　
　
　
　

 

斉
藤　

隆
浩

○
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　

 

置
田　

武
司　

　
　
　
　
　

 

堀　
　

文
彦

　
　
　
　
　

 

斉
藤　

隆
浩

　
　
　
　
　

 

端　
　

師
孝 

議
会
構
成

議
会
の
新
体
制
決
ま
る

議
長
に
鵜
川
和
彦
議
員

　
　
　
　

副
議
長
は
齊
藤
義
崇
議
員

　常任委員会は議会に常設され、議員は必ず１つの委員
会に所属することになっています。
　栗山町議会には 3 つの常任委員会があり、任期は２年
です。

常任委員会とは

解説

　平成 23 年 3 月議会定例会で栗山町議会基
本条例を改正し、正副議長の選出に当たり議
長及び副議長志願者は、本会議で所信表明を
することになりました。
　選出は議員全員の選挙によって行われ、所
信表明をしない議員にも投票することがで
き、その投票も有効となります。

正副議長の選出方法
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正
副
議
長
選
挙
で
所
信
表
明
演
説

議
長
志
願
者
　
鵜
川
和
彦
議
員

議
会
改
革
の
活
発
化
と
自
由
討
議
の
充
実

副
議
長
志
願
者
　
齊
藤
義
崇
議
員

議
長
志
願
者
　
藤
本
光
行
議
員

個
々
の
議
員
の
資
質
と
議
会
力
の
向
上

　

２
０
０
７
年
に
議
員
な

り
、
政
務
活
動
費
の
拡
大

や
文
書
質
問
、
通
年
議
会

な
ど
を
取
り
入
れ
て
き
た
。

今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と

は
主
に
次
の
７
点
。

①
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
充
実
。

②
議
会
傍
聴
の
推
進
と
主

権
者
教
育
も
含
め
、
サ
ン

デ
ー
議
会
、
ナ
イ
タ
ー
議

会
、
子
ど
も
議
会
を
開
催

す
る
。

③
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
、
議
会
報
告
会
の
あ
り

方
を
見
直
す
。

④
議
会
改
革
推
進
会
議
の

活
動
の
活
発
化
、
特
に
自

由
討
議
の
充
実
を
図
る
。

⑤
議
員
の
資
質
向
上
の
た

め
研
修
の
充
実
を
図
る
。

⑥
議
会
諮
問
会
議
を
設
置

す
る
。

⑦
議
員
の
な
り
手
問
題
に

対
す
る
調
査
・
研
究
と
、「
議

員
の
学
校
」
の
充
実
を
図

る
。

　

議
会
力
、
個
々
の
議
員

の
資
質
を
向
上
し
、
行
政

と
有
意
義
な
議
論
を
し
て

い
く
こ
と
が
議
会
の
役
目

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

充
実
し
た
議
会
、
行
政

と
正
し
く
議
論
で
き
る
議

会
を
目
指
す
。
具
体
的
に

は
以
下
の
３
点
。

①
議
会
力
を
高
め
る
た
め
、

個
々
の
議
員
の
資
質
向
上

に
議
会
と
し
て
取
り
組
む
。

②
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
栗
山
町
議
会
と
い
う
姿

勢
を
堅
持
し
、
議
会
基
本

条
例
を
遵
守
し
な
が
ら
、

住
民
と
の
対
話
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
意
見
を
取
り
入
れ
、

新
し
い
栗
山
を
作
っ
て
い

け
る
よ
う
な
議
会
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

③
議
会
が
抱
え
て
い
る
な

り
手
不
足
問
題
、
報
酬
に

つ
い
て
の
議
論
は
継
続
し

て
い
く
。

　

次
の
５
つ
を
公
約
と
し

て
掲
げ
る
。

①
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の

専
門
性
を
強
化
す
る
た
め
、

委
員
会
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
な
が
ら
、
町
民
の
た
め

に
役
立
つ
活
動
が
充
実
で

き
る
よ
う
務
め
て
い
く
。

②
現
行
の
広
報
小
委
員
会

に
加
え
て
、
広
聴
機
能
を

拡
充
で
き
る
小
委
員
会
の

設
置
を
目
指
す
。

③
十
分
に
議
論
さ
れ
る
こ

と
は
、
議
会
活
動
に
お
い

て
重
要
だ
が
、
審
議
の
遅

延
な
ど
は
、
結
果
を
お
く

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
結
果
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
遅
れ
に
な
る
と

考
え
る
た
め
、
議
会
改
革

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

る
。

④
町
民
に
き
ち
ん
と
近
づ

く
よ
う
な
活
動
を
手
が
け
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努

め
て
い
く
。

⑤
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

を
果
た
す
べ
く
、
ふ
る
さ

と
栗
山
の
た
め
に
パ
ワ
ー

全
開
で
政
治
活
動
を
行
っ

て
い
く
。

委
員
会
の
専
門
性
強
化
と
広
聴
機
能
の
拡
充
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栗山町議会議員
　　　　１１名を紹介

　４月２３日執行の栗山町議会議員選挙により１１名の議員が決
定しました。
　今後４年間、町政を担う１１名の議員の紹介と抱負を、町民の
皆さんにお知らせします。（議席番号順）

齊
さいとう

藤　義
よしたか

崇議員

４
年
間
の
抱
負

自己紹介　①生年月日　②特技・趣味　③好きなアーティスト・曲・カラオケ１８番

４
年
間
の
抱
負

①
昭
和
34
年
10
月
14
日

②
ネ
コ
と
た
わ
む
れ
る
こ
と

　

早
寝
早
起
き

③
吉
田
拓
郎
、
水
無
川

　

ラ
ン
ナ
ー

　

お
か
で
さ
ま
で
２
期
目
に

進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
期
目
に
手
が
け
た
事
の
進

捗
が
充
分
な
の
か
否
か
を
、

２
期
目
で
見
届
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
不
充
分
で
あ
れ
ば

意
見
を
発
し
て
町
民
の
福
祉

向
上
に
資
す
る
所
存
で
す
。

①
昭
和
48
年
11
月
30
日

②
釣
り
、
料
理
、
議
会
改
革

③
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

　

恋
人
も
濡
れ
る
街
角

①
昭
和
28
年
7
月
31
日

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
（
特
に
野
球
）

③
ビ
ー
ト
ル
ズ

置
お き た

田　武
た け し

司議員

①
昭
和
19
年
1
月
5
日

②
太
極
拳
、
詩
吟
、
華
道　

　

音
楽
鑑
賞

③
土
田
英
順

　

鳥
の
歌

   重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員　

４
年
間
の
抱
負

４
年
間
の
抱
負

　

重
大
な
法
案
を
、
数
の
力

で
次
々
と
強
行
す
る
政
治
に

恐
怖
を
覚
え
ま
す
。
こ
の
１

～
２
年
が
正
念
場
。【
軍
事

栄
え
て
民
滅
ぶ
】
世
の
中
に

さ
せ
な
い
為
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る

決
意
で
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
絆
を
大
切

に
」。
活
力
あ
る
「
ふ
る
さ

と
栗
山
」
創
生
に
全
力
を
注

ぎ
ま
す
。
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
情
報
の
共
有
、
発

信
に
努
め
ま
す
。
役
に
立
つ

議
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

栗
山
町
の
産
業
振
興
の
た

め
公
共
事
業
を
誘
致
し
、
農

地
や
道
路
等
の
整
備
を
進
め

産
業
力
を
高
め
る
た
め
全
力

で
活
動
し
て
い
く
。
経
営
者

の
視
点
で
財
政
を
捉
え
、
監

視
監
督
も
怠
ら
な
い
よ
う
議

員
の
役
目
を
果
た
し
た
い
。

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸議員 堀
ほり

　文
ふみひこ

彦議員　

①
昭
和
47
年
9
月
5
日

②
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

　

ン
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ

③
長
渕
剛

４
年
間
の
抱
負

　

28
年
間
の
教
員
経
験
を
生

か
し
て
、
教
育
問
題
の
課
題

解
決
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
人
口
減
少
抑
止

策
等
、
交
流
人
口
の
増
加
の

た
め
の
施
策
を
実
施
で
き
る

よ
う
、
栗
山
町
で
の
イ
ベ
ン

ト
企
画
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

①
昭
和
41
年
9
月
11
日

②
ゴ
ル
フ

③
長
渕
剛

４
年
間
の
抱
負

　

公
約
を
実
現
す
る
為
、
一

年
目
は
諸
先
輩
議
員
に
議
員

と
し
て
の
所
作
を
習
い
な
が

ら
、
町
の
現
状
の
情
報
収
集

及
び
自
分
な
り
の
調
査
を
行

い
、
２
年
目
以
降
に
は
、
意

義
の
あ
る
発
言
が
で
き
る

様
、
努
め
て
参
り
た
い
。

大
おおくし

櫛　則
のりとし

俊議員　



くりやまぎかいだより№ 1765

佐
さ と う

藤　則
の り お

男議員　

①
昭
和
29
年
3
月
30
日

②
ド
ラ
イ
ブ
、
ど
こ
で
も
寝

　

ら
れ
る
こ
と

③
石
原
裕
次
郎
、
北
の
旅
人

　

夜
霧
よ
今
夜
も
あ
り
が
と
う

４
年
間
の
抱
負

　

常
に
地
域
住
民
お
一
人
お

ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
ど
の

様
な
小
さ
な
声
に
も
聞
く
こ

と
に
徹
し
必
ず
お
答
え
出
来

る
様
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
生
活
の
向
上
を

目
指
し
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩議員

①
昭
和
56
年
1
月
8
日

②
仕
事
と
お
酒

③
松
山
千
春
、
恋
、
こ
の
道

　

よ
り
道
廻
り
道

４
年
間
の
抱
負

　

町
民
か
ら
選
ば
れ
た
立
場

な
の
で
町
民
目
線
を
常
に
持

ち
つ
つ
栗
山
町
を
支
え
て
く

れ
た
高
齢
者
や
現
在
町
を
支

え
る
現
役
世
代
、
将
来
町
を

支
え
る
子
ど
も
達
の
負
担
も

考
え
な
が
ら
町
民
の
代
弁
者

と
し
て
全
力
で
働
き
ま
す
！

端
はし

　師
のりたか

孝議員　

①
昭
和
57
年
5
月
20
日

②
食
べ
歩
き
、
猫
カ
フ
ェ

    

社
会
貢
献
活
動

③
三
浦
大
知
、
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
、

　

宇
多
田
ヒ
カ
ル

４
年
間
の
抱
負

　

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
議
員
力
を
高
め
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

様
々
な
場
へ
行
き
、
必
要
な

知
識
を
獲
得
し
ま
す
。
ま
ち

の
こ
と
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

よ
く
話
し
て
聞
い
て
関
心
を

持
っ
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

藤
ふじもと

本　光
みつゆき

行議員

①
昭
和
39
年
1
月
17
日

②
読
書
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　

ル
（
も
う
動
け
な
い
け
ど
）

③
ジ
ャ
ー
ニ
ー

　

サ
カ
ナ
ク
シ
ョ
ン

４
年
間
の
抱
負

　

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て

活
動
を
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
議
員
４
期
目
と
な
る
こ

と
か
ら
、
今
ま
で
の
経
験
や

知
見
を
生
か
し
て
町
政
全
体

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

鵜
う か わ

川　和
かずひこ

彦 議員　

①
昭
和
31
年
5
月
12
日

②
旅
行
、
大
谷
翔
平
の
試
合

　

を
観
戦
す
る
こ
と

③
山
本
潤
子　

　

と
ま
ど
う
ペ
リ
カ
ン

４
年
間
の
抱
負

　

く
り
ふ
と
、
日
赤
の
改
築
、

介
護
学
校
、
農
業
基
盤
整
備

事
業
等
に
つ
い
て
合
理
的
根

拠
に
基
づ
き
、
監
視
機
能
を

充
実
さ
せ
る
。
国
の
「
骨
太

方
針
」
に
対
す
る
基
礎
自
治

体
と
し
て
の
迅
速
な
対
応
を

議
会
と
し
て
強
化
さ
せ
る
。

今
後
４
年
間
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
! 
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５月２６日
５月第２回臨時会議

補
正
予
算

￥
令
和
５
年
度
分

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
２
億
１
，

５
５
０
万
４
千
円
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
０
６
億
１
，

そ
の
他

▼
継
立
西
団
地
Ａ
棟
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額　

　
　
　
　

７
，
８
２
１
万
円

業
者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
継
立
西
団
地
Ｂ
棟
新
築
主

体
工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額　

　
　
　
　

７
，
８
１
０
万
円

業
者　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
栗
山
小
学
校
体
育
館
天
井

非
構
造
部
材
耐
震
改
修
工
事

請
負
契
約

契
約
金
額　

　
　
　
　

９
，
４
６
０
万
円

業
者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

令
和
４
年
度
分

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
処
分
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
，

１
９
６
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
１
０
６
億
６
，

７
７
３
万
３
千
円
と
し
た
。

主
な
内
容
は
、
町
税
や
地
方

交
付
税
な
ど
の
確
定
見
込
み

に
よ
る
補
正
を
行
っ
た
。

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
専

決
処
分
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
増

減
な
し
と
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
，

２
８
７
万
９
千
円
と
し
た
。

主
な
内
容
は
、
地
方
債
の
確

定
に
伴
う
財
源
振
替
に
係
る

補
正
を
行
っ
た
。

４
９
８
万
９
千
円
と
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金

事
業

　
　
　
　

５
，
７
９
２
万
円

く
り
や
ま
暮
ら
し
応
援
商
品

券
発
行
事
業　

　
　
　
　

３
，
４
５
６
万
円

事
業
者
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
事
業

　
　
　
　

３
，
１
０
７
万
円

農
業
物
価
高
騰
対
策
支
援
金

事
業　
　

　
　
　
　

２
，
７
０
０
万
円

空
き
家
利
活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
構
築
事
業

　
　
　
　

１
，
１
４
０
万
円

福
祉
施
設
等
緊
急
対
策
支
援

事
業　
　

１
，
０
９
５
万
円

条　

例

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
専
決
処

分
）

令
和
５
年
３
月
28
日
法
律
第

１
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ
た

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
る
関
係

規
定
の
改
正
。

賛
否
の
公
表

議　件　名
結

果

齊

藤

置

田

重

山

大

櫛
堀
鈴

木

佐

藤

斉

藤
端
藤

本

鵜

川

継立西団地Ｂ棟新築主体工事の請負契約について 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 /

　5 月第 2 回臨時会議
　　賛否の公表ＱＲ

解説

　栗山町議会の ” あり方 ” を定めた「議会基本条例」の第４条第６
項に「議会は、重要な議案に対する各議員の態度を議会広報で公表
する等、議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報
提供に努めるものとする」と定められている。
　「ぎかいだより」では、主に賛否が分かれた議案について、掲載
している。

賛否の公表

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権
※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。
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６月定例会議
６月１３日～１６日

補
正
予
算

￥
▼
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，

８
８
９
万
９
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
１
０
６
億
６
，

３
８
８
万
８
千
円
と
し
た
。

中
里
住
宅
団
地
内
道
路
新
設

工
事　

★
質
疑
あ
り

　
　
　
　

１
，
８
５
０
万
円

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
補

助
金　
　

　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円

空
き
地
空
き
店
舗
活
用
支
援

事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

２
４
９
万
円

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住
支
援
事

業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

専
修
学
校
に
よ
る
地
域
産
業

中
核
的
人
材
養
成
事
業

　
　
　
　
　
　

１
４
７
万
円

介
護
資
格
取
得
研
修
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　

65
万
円

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
外
壁
改
修

工
事 

　
　
　
　
　
　
　
　

46
万
円

保
育
所
等
送
迎
用
バ
ス
児
童

置
き
去
り
防
止
対
策
安
全
装

置
設
置
補
助　

★
質
疑
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

35
万
円

質

疑

藤
本
議
員　

中
里
住
宅
団
地

内
道
路
新
設
工
事
は
当
初
の

予
定
金
額
か
ら
何
割
位
増
額

に
な
っ
た
の
か
。
建
設
課
の

所
管
す
る
他
の
事
業
に
つ
い

て
も
今
後
補
正
が
出
て
く
る

と
考
え
て
良
い
の
か
。

建
設
課
長　

こ
の
工
事
に
つ

い
て
の
上
昇
率
は
約
３
割
。

他
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な

い
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

保
育
所
等

の
送
迎
用
バ
ス
児
童
置
き
去

り
防
止
対
策
の
た
め
の
安
全

装
置
は
、
栗
山
町
内
の
幼
児

が
乗
る
バ
ス
す
べ
て
に
装
備

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

町
外
に
行
っ
て
い
る
バ
ス
も

装
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

町
内
の
保
育
所

で
保
有
し
て
い
る
バ
ス
２
台

を
予
定
し
て
い
る
。
町
外
に

送
迎
し
て
い
る
バ
ス
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

重
山
議
員　

全
国
的
に
子
ど

も
が
バ
ス
の
中
に
置
き
去
り

に
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
の

で
、
す
で
に
安
全
装
置
は
付

い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
事
故
の
報
道
後
の

各
保
育
所
で
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

今
年
度
に
入
り

装
置
は
す
で
に
設
置
し
て
い

る
。
設
置
前
に
つ
い
て
も
、

保
育
士
、
運
転
手
に
よ
っ
て

園
児
の
顔
を
目
視
し
た
上
で

点
呼
確
認
は
し
て
い
た
が
、

今
回
さ
ら
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

解説 Ｕ：生まれ育った地元から別の地域へ移住し、再び地元へ
　　帰ってくること。
Ⅰ：生まれ育った地元とは別の地域に移住すること。
Ｊ：生まれ育った地元から別の地域へ移住した後、地元に
　　近い地方都市などに移り住むこと。
　以上３つの人口還流現象の総称。

ＵＩＪターン

ラ
ー
を
な
く
す
た
め
に
装
置

の
設
置
を
し
て
い
る
。

端
議
員　

保
育
所
等
の
送
迎

用
バ
ス
児
童
置
き
去
り
防
止

対
策
の
た
め
の
安
全
装
置

は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
今
回
設
置
し

た
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

福
祉
課
長　

今
回
設
置
し
た

の
は
、
バ
ス
の
後
方
部
に
ス

イ
ッ
チ
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い

て
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
と

そ
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
そ
れ

を
止
め
る
た
め
に
運
転
手
が

後
方
ま
で
歩
い
て
行
く
間

に
、
座
席
に
残
っ
て
い
る
園

児
が
い
な
い
か
を
目
視
で
確

認
す
る
と
い
う
方
法
を
と

る
。
後
方
ま
で
運
転
手
が
必

ず
足
を
運
ぶ
こ
と
で
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
な
く
す
と
い

う
も
の
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

増
減
な
し
と
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

14
億
３
８
５
万
円
と
し
た
。

主
な
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
限
度
額
引
き
上
げ
に
伴

う
補
正
を
行
っ
た
。
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国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度
額
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
限
引
き
上
げ
へ

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　

　

令
和
５
年
３
月
31
日
法
律

第
１
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ

た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
る
関

係
規
定
の
改
正
。
配
当
割
額

又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額

の
控
除
に
係
る
規
定
で
、
森

林
環
境
税
の
導
入
に
伴
い
、

控
除
不
足
額
に
つ
い
て
、
未

納
分
の
森
林
環
境
税
へ
充
当

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
規
定
を
加
え
る
も
の

他
、
用
語
の
整
理
等
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

令
和
５
年
３
月
31
日
政
令

第
１
３
２
号
を
も
っ
て
公
布

さ
れ
た
「
地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」

に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険

税
課
税
限
度
額
の
上
限
を

「
63
万
円
」
か
ら
「
65
万
円
」

に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
の
基
準
と
な
る
、
５
割
軽

減
基
準
額
を
「
28
万
５
千

円
」
か
ら
「
29
万
円
」
に
、

２
割
軽
減
基
準
額
を
「
52
万

円
」
か
ら
「
53
万
５
千
円
」

に
引
き
上
げ
る
も
の
。

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
５
年
３
月
31
日
法
律

第
１
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ

た
「
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
よ
る
関

係
規
定
の
改
正
。
法
改
正
に

伴
う
引
用
条
項
の
整
理
等
。

▼
栗
山
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

条　

例

そ
の
他

染
症
に
関
す
る
保
険
料
の
減

免
申
請
書
の
提
出
期
限
に
係

る
特
例
を
定
め
る
規
定
で
、

減
免
対
象
と
な
る
保
険
料

を
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
同
年
10
月
２
日
ま
で
に
納

期
限
を
迎
え
る
令
和
４
年
度

分
の
保
険
料
と
す
る
も
の
。

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の

授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
で
規
定
す
る
授
業

料
等
に
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
費
を
追
加
す
る
も
の

で
、
受
講
料
を
７
万
円
、
補

講
料
を
３
千
円
、
再
試
験
料

を
１
千
円
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
定
め
る
も
の
。

▼
財
産
の
取
得

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

数
量　
　
　

５
，
８
０
０
台

取
得
金
額　

　
　
　
　

６
，
６
９
９
万
円

取
得
の
相
手
方

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合▼
財
産
の
取
得

除
雪
グ
レ
ー
ダ

数
量　
　
　
　
　
　
　

１
台

取
得
金
額　

　
　

４
，
１
９
９
万
８
千
円

取
得
の
相
手
方　
　
　
　
　

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー

ト
株
式
会
社
北
海
道
カ
ン
パ

ニ
ー
砂
川
支
店

   

討　
　

論

重
山
議
員　

電
気
料
金
の
高

騰
や
先
の
見
え
な
い
物
価
高

の
中
で
、
住
民
の
暮
ら
し
が

圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
国
か
ら

若
干
の
支
援
策
が
あ
る
が
、

一
時
的
な
も
の
だ
と
思
う
。

　

新
た
な
町
民
の
負
担
に
な

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

議
案
第
11
号

栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

反
対

質

疑

重
山
議
員　

国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
引
き
上
げ

に
つ
い
て
対
象
に
な
る
世
帯

数
と
影
響
額
、
近
隣
町
の
状

況
は
。
ま
た
、
低
所
得
世
帯

の
保
険
料
負
担
軽
減
の
た
め

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、

低
所
得
世
帯
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
そ
の
分
所
得

が
高
い
世
帯
が
負
担
す
る
と

い
う
内
容
か
。

税
務
課
長　

対
象
世
帯
は
試

算
で
は
77
名
、
影
響
額
が
約

１
５
５
万
円
。
町
で
は
昨
年

国
が
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
た
際
に
は
据
え
置
き
に

し
、
今
回
、
昨
年
の
国
の
基

準
ま
で
引
き
上
げ
た
。
近
隣

町
は
国
の
基
準
に
準
拠
し
て

い
る
。

　

低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
軽

減
判
定
の
際
の
基
準
額
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
国

の
基
準
に
準
拠
し
て
い
る
。

齊
藤
義
崇
議
員　

地
方
税
法

の
改
正
に
沿
っ
て
大
筋
を
決

め
、
町
の
税
条
例
の
改
正
が

正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か

を
、
議
案
と
し
て
審
査
す
る

の
が
基
本
だ
と
思
う
。

　

正
し
く
改
正
さ
れ
、
き
ち

ん
と
し
た
筋
道
で
説
明
を
受

け
て
い
る
。

　

賛
成

６月定例会議
賛否の公表ＱＲ
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意
見
書

農
畜
産
物
の
安
全
性
並
び
に

生
産
継
続
の
た
め
の
防
疫
の

徹
底
に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

近
年
、
畜
産
で
は
口
蹄

疫
、
豚
コ
レ
ラ
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
、
農
産
物
で
は

植
物
寄
生
性
線
虫
な
ど
の
発

生
、
そ
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
農
業
者
、
農
業
関

係
機
関
の
み
な
ら
ず
、
国

民
、
行
政
機
関
、
民
間
企
業

へ
の
意
識
啓
発
活
動
と
、
そ

の
対
策
を
積
極
的
に
強
化
す

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
過
去
に
こ
れ
ら
の
疾

病
や
病
害
虫
の
被
害
で
、
生

産
地
に
甚
大
な
経
済
被
害
を

及
ぼ
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

農
業
を
基
幹
と
す
る
栗
山
町

で
も
生
産
者
の
多
く
に
不
安

の
声
は
耐
え
な
い
。
こ
こ
に

農
畜
産
物
の
安
全
性
並
び
に

生
産
の
継
続
を
確
保
す
る
た

め
、
防
疫
の
よ
り
一
層
の
強

化
と
そ
の
徹
底
の
た
め
次
の

措
置
を
強
く
要
望
す
る
。

１
．
空
港
や
特
定
重
要
港
湾

及
び
重
要
港
湾
、
Ｊ
Ｒ
主
要

駅
、
主
要
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

設
置
者
に
対
し
消
毒
マ
ッ
ト

を
設
置
す
る
な
ど
、
防
疫
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

２
．
防
疫
の
観
点
か
ら
農
場

へ
の
侵
入
に
関
す
る
注
意
喚

起
を
目
的
と
し
た
国
民
・
企

業
に
向
け
た
広
報
活
動
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
。

３
．
ホ
テ
ル
、
ゴ
ル
フ
場
、

商
業
施
設
な
ど
旅
行
者
が
多

く
訪
れ
る
施
設
に
消
毒
マ
ッ

ト
の
設
置
に
つ
い
て
啓
蒙
活

動
を
行
う
こ
と
。

人
事
案
件

賛
否
の
公
表

議　件　名
結

果

齊

藤

置

田

重

山

大

櫛
堀
鈴

木

佐

藤

斉

藤
端
藤

本

鵜

川

令和 5 年度栗山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ /

栗山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ /

財産の取得（緊急告知 FM ラジオ） 可 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ × ○ ○ /

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助

成
並
び
に
定
期
接
種
化
を
求

め
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水

痘
に
罹
患
し
た
者
が
、
加
齢

や
過
労
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
る
免
疫
力
の
低
下
に
よ

り
、
体
内
に
潜
伏
す
る
帯
状

疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
燃
し
発

症
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
帯
状
疱
疹
の
発
症
予

防
の
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
費

用
が
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら

接
種
を
諦
め
る
高
齢
者
も
少

な
く
な
い
。

　

帯
状
疱
疹
に
よ
る
神
経
の

損
傷
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
痛

み
が
続
く
「
帯
状
疱
疹
後
神

経
痛
」
と
呼
ば
れ
る
合
併
症

に
加
え
、
角
膜
炎
、
顔
面
神

経
麻
痺
、
難
聴
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、
目
や
耳
に
障
害
が

残
る
こ
と
も
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
政
府
に
対
し
て
、

一
定
の
年
齢
以
上
の
国
民
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

等
を
早
急
に
確
認
し
、
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制
度

の
創
設
や
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
化
を
強
く
求

め
る
。

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権
※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

【
農
業
委
員
会
委
員
】

木
下　

等
詞　

氏　

富　

士

寺　
　

雅
彦　

氏　

杵　

臼

吉
田　

義
弘　

氏　

中　

里

鳥
村　

正
行　

氏　

雨
煙
別

塚
本　

政
紀　

氏　

北
学
田

中
島　

武
博　

氏　

三
日
月

田
村　

俊
彦　

氏　

旭　

台

西
川　
　

満　

氏　

杵　

臼

柴
田　

貴
浩　

氏　

桜　

山

田
村　

賢
治　

氏　

角　

田

長
尾　

卓
也　

氏　

南
学
田

川
﨑　

浩
彦　

氏　

継　

立

大
櫛　

和
矢　

氏　

御　

園

鈴
木　

正
志　

氏　

円　

山

土
門　

雅
一　

氏　

円　

山

松
田　

と
も
子
氏　

朝
日
４

桂　
　

一
照　

氏　

富　

士

吉
尾　

由
美
子
氏　

錦　

４

【
任
期
】

令
和
５
年
７
月
20
日
～

　

 　

令
和
８
月
７
月
19
日



町政の
ここが聞きたい

５議員が一般質問

６月定例会議
録画配信 QR

Ｑ１. 道営基盤整備事業の今後の要望は　Ａ . 生産性の高い　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業・農地整備を推進

齊藤　義崇 議員

斉藤　隆浩 議員
Ｑ１. 工業団地内の道路整備と交通安全対策を　Ａ . 前向きに検討する

重山　雅世 議員
Ｑ１. 自衛官募集の個人情報提供は　Ａ . 他の自治体の動向を踏まえ検討

鈴木　千逸 議員

Ｑ１. 子育て世帯の定住促進支援の充実を　Ａ . 時代に即した展開を図る

堀　　文彦 議員
Ｑ１. 登校支援施設の設置は　Ａ . 施設設置は現在は考えていない

くりやまぎかいだより№ 176 10

Ｑ２. ３歳から５歳児の給食費の減免を　Ａ . 現時点では考えていないが　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後検討する

Ｑ２. 中小企業振興資金の充実を　Ａ . 金融機関や商工会議所と協議する



                  

                  

町
長　

①
今
年
度
は
こ
れ
ま

で
通
り
、
住
民
基
本
台
帳
の

一
部
の
写
し
の
閲
覧
で
対
応

す
る
。
今
後
は
他
の
自
治
体

自衛隊は志願者数の減少が課題となっている

Ａ：他の自治体の動向を踏まえ検討する

個
人
情
報

 Ｑ：自衛官募集の個人情報提供は

くりやまぎかいだより№ 17611

質
問
趣
旨　

個
人
情
報
の
保

護
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら

れ
て
当
然
な
の
に
、
本
人
の

同
意
も
な
く
個
人
情
報
を
自

衛
隊
に
提
供
す
る
の
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
権
（
憲
法
第
13

条
）
を
侵
害
す
る
と
質
問
。

重山雅世 議員

議
員　

岸
田
自
公
政
権
が

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
進

め
る
中
、
自
衛
官
募
集
の
た

め
に
対
象
年
齢
の
住
民
基
本

台
帳
を
、
紙
・
電
子
媒
体
で

自
衛
隊
に
提
供
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景

に
は
自
衛
隊
の
定
員
割
れ
、

安
保
法
制
下
の
志
願
者
減
少

な
ど
で
人
的
基
盤
が
揺
ら
い

で
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。私
が
平
成
31
年
３
月「
個

人
情
報
保
護
徹
底
を
」
の
一

般
質
問
を
行
っ
た
際
、
町
長

は
「
平
成
30
年
度
に
自
衛
隊

札
幌
地
方
協
力
本
部
長
よ
り

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
請
求
が
あ
り
、
対

象
と
な
る
４
４
２
名
の
氏

名
、
出
生
年
月
日
、
性
別
等

の
情
報
を
閲
覧
で
対
応
し

た
。
今
後
の
対
応
と
し
て
、

感
想　

募
集
業
務
の
協
力
は

法
定
受
託
事
務
（
処
理
は
地

方
公
共
団
体
の
責
任
に
お
い

て
行
わ
れ
る
）
で
あ
り
、
防

衛
省
・
総
務
省
通
知
も
名
簿

提
供
を
強
制
す
る
も
の
で
は

な
く
、
道
新
報
道
も
踏
ま
え

た
答
弁
を
期
待
し
た
が
・
・
・

で
あ
る
。

Ｑ
：
３
歳
か
ら
５
歳
児
の
減
免
を

給食費
Ａ
：
現
時
点
で
は
考
え
て

　
　
　

い
な
い
が
今
後
検
討
す
る

紙
媒
体
や
電
子
媒
体
で
の
名

簿
提
供
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
応

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し

て
い
る
。
以
下
２
点
見
解
を

伺
う
。

①
今
後
も
こ
れ
ま
で
の
方
針

で
対
応
す
る
の
か
。

②
個
人
情
報
の
提
供
を
望
ま

な
い
人
に
対
し
「
除
外
申

請
」
の
受
け
付
け
を
開
始
し

て
は
。

の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
。

②
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

く
閲
覧
請
求
に
際
し
て
は
、

除
外
申
請
す
る
法
律
の
位
置

づ
け
は
な
く
、
現
時
点
で
特

別
な
措
置
を
実
施
せ
ず
、
①

と
同
様
、
他
の
自
治
体
の
動

向
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

議
員　

消
費
税
10
％
へ
の
引

き
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
実
施
さ

れ
た
保
育
料
の
無
償
化
（
３

～
５
歳
児
）
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
保
育
料
に
含
ま
れ

て
い
た
給
食
費
を
、
年
収

３
６
０
万
円
以
上
の
階
層
の

世
帯
は
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
無
償
化
の
恩
恵
が
な
く
、

消
費
税
増
税
分
だ
け
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
既
に
主
食
費
の

み
補
助
し
て
い
る
の
は
評
価

す
る
が
、
副
食
費
を
負
担
し

て
い
る
世
帯
に
対
し
減
免
を

行
っ
て
は
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

町
長　

本
町
は
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
従
前
よ
り
独
自
の
支
援

策
と
し
て
給
食
費
用
の
う
ち

主
食
費
に
対
す
る
補
助
は
も

と
よ
り
、
保
育
料
の
階
層
区

分
の
細
分
化
や
負
担
額
の
軽

減
、
保
育
士
加
配
に
対
す
る

支
援
策
な
ど
、
独
自
の
き
め

細
や
か
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

講
じ
て
お
り
、
現
時
点
で
減

免
の
実
施
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
副
食
費
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
町
も
多
々

あ
り
、
国
の
保
育
分
野
の
支

援
策
も
打
ち
出
さ
れ
る
と
思

う
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。



                  

くりやまぎかいだより№ 176 12

質
問
趣
旨　

第
５
期
工
業
団

地
が
造
成
さ
れ
る
に
あ
た
り

既
存
の
工
業
団
地
で
道
路
環

境
の
悪
化
が
目
立
ち
車
両
通

行
に
一
部
支
障
を
き
た
し
て

い
た
。
ま
た
、
拡
大
し
て
い

く
工
業
団
地
に
出
入
り
す
る

運
送
ド
ラ
イ
バ
ー
の
環
境
整

備
、
隣
接
す
る
住
宅
街
の
大

型
車
通
行
に
対
し
て
も
質
問

し
た
。

住宅街に隣接している角田駅前線

Ａ：前向きに検討する

工
業
団
地

                   Ｑ：道路整備と交通安全対策を

町
長　

①
他
の
町
道
整
備
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の
で
令

和
８
年
か
ら
令
和
９
年
で
補

修
予
定
だ
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
取
り
組
む
。

②
現
在
の
第
５
期
工
業
団
地

は
企
業
誘
致
の
話
も
進
ん
で

い
る
の
で
作
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
今
後
考
え
て
い
き

た
い
。

③
地
元
の
要
望
等
が
上
が
っ

て
き
た
ら
検
討
す
る
。
ま

た
、
工
事
車
両
に
つ
い
て
は

通
行
し
な
い
よ
う
に
通
告

し
、
町
と
し
て
大
型
車
通
行

に
対
し
て
注
意
喚
起
す
る
看

板
設
置
等
を
検
討
す
る
。

斉藤　隆浩 議員

議
員　

①
現
在
、
第
５
期
工

業
団
地
造
成
が
進
ん
で
い
る

中
で
一
部
道
路
の
痛
み
が
非

常
に
激
し
く
補
修
も
追
い
つ

い
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、

新
し
い
工
業
団
地
の
造
成
と

同
じ
ス
ピ
ー
ド
感
で
既
存
の

Ｑ
：
中
小
企
業
振
興
資
金
の
充
実
を

商工業
Ａ
：
関
係
機
関
と
協
議
す
る

感
想　

３
点
と
も
町
長
よ
り

前
向
き
な
答
え
を
い
た
だ
い

た
と
思
う
。
栗
山
町
の
要
で

あ
る
産
業
の
発
展
に
工
業
団

地
は
不
可
欠
で
、
角
田
の
住

宅
街
と
も
隣
接
し
て
い
る
の

で
大
型
車
の
通
行
や
騒
音
、

景
観
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
産
業
振
興
と
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
地
元
目
線
で

質
問
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

①
栗
山
町
の
制
度
融

資
で
あ
る
「
栗
山
町
中
小

企
業
振
興
資
金
融
資
」
の

貸
付
金
額
、
設
備
資
金
１
，

２
０
０
万
円
、
運
転
資
金

１
，
２
０
０
万
円
を
増
額
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
貸
付
期
間
に
つ
い
て
、
設

備
資
金
の
期
間
を
耐
用
年
数

に
応
じ
て
伸
ば
す
考
え
は
な

い
か
。

町
長　

①
中
小
企
業
が
活
用

し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
貸
付
金
額
を
含
め
、
栗

山
商
工
会
議
所
や
各
金
融
機

関
と
協
議
検
討
し
て
い
く
。

②
こ
れ
は
北
海
道
の
融
資
制

度
「
中
小
企
業
総
合
振
興
資

金
」
の
貸
付
期
間
と
同
様
で

あ
る
。
ま
た
、国
税
庁
の「
減

価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数

表
」
に
お
け
る
機
械
設
備
等

も
、
概
ね
10
年
以
内
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
関
係

機
関
等
と
協
議
検
討
し
て
い

く
。

工
業
団
地
内
の
道
路
も
整
備

で
き
な
い
か
。

②
早
朝
、
深
夜
、
昼
休
憩
な

ど
荷
下
ろ
し
が
で
き
な
い
時

間
に
到
着
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が

多
々
あ
る
。
工
業
団
地
に
出

入
り
す
る
運
送
業
者
の
た
め

に
待
機
所
を
作
り
運
送
業
者

に
も
配
慮
し
た
工
業
団
地
作

り
は
で
き
な
い
か
。

③
第
５
期
工
業
団
地
が
住
宅

街
を
通
る
角
田
駅
前
線
に
隣

接
す
る
。
通
学
路
に
も
な
っ

て
お
り
高
齢
者
も
沢
山
住
ん

で
い
る
。
悲
惨
な
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
一
部
大
型
車
を

通
行
止
め
に
で
き
な
い
か
。

ま
た
町
で
看
板
等
を
立
て
て

注
意
喚
起
で
き
な
い
か
。
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議
員　

令
和
５
年
度
の
町
政

執
行
方
針
の
５
つ
の
基
本
目

標
に
は
「
共
に
歩
む
ま
ち
」

が
あ
り
、
ま
た
、「
健
幸
で

生
き
が
い
を
感
じ
る
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
に
は
「
子
育
て

環
境
の
更
な
る
充
実
と
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
へ
夢
・
希

望
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
あ

る
。
併
せ
て
教
育
行
政
執
行

方
針
に
お
い
て
も
、「
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育

の
推
進
」
に
は
、「
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
悩
み
や
状
況

を
把
握
し
、
相
談
窓
口
の
周

知
及
び
取
組
の
徹
底
を
図

る
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
本
町
の

不
登
校
児
童
生
徒
の
対
応
に

つ
い
て
次
の
２
点
を
伺
う
。

質
問
趣
旨　

学
校
教
育
の
中

で
、
不
登
校
の
問
題
が
継
続

的
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
で
の
小
中
学
校
の
状
況

お
よ
び
高
校
生
の
状
況
を
把

握
し
、
登
校
支
援
に
つ
な
が

る
町
と
し
て
の
支
援
策
実
施

を
望
む
も
の
で
あ
る
。

Ａ：施設設置は現在は考えていない

　Ｑ：登校支援施設の設置は                  

堀　　文彦 議員

学
校
教
育

①
先
日
、
６
月
２
日
の
北
海

道
新
聞
に
お
い
て
各
自
治
体

の
登
校
支
援
施
設
の
効
果
と

実
績
に
つ
い
て
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
た
が
、
本
町
に

は
登
校
支
援
施
設
の
存
在
が

無
く
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
支
援
の
た
め
、
い
ち
早
く

設
置
に
向
け
て
の
対
策
を
と

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の

展
望
及
び
計
画
に
つ
い
て
教

育
長
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
か
。

②
高
校
生
の
不
登
校
傾
向
生

徒
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
及

び
北
海
道
教
育
委
員
会
の
対

応
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
本

町
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
に

あ
る
生
徒
が
い
る
。
本
町
在

住
の
町
内
及
び
町
外
に
通
学

し
て
い
る
高
校
生
の
不
登
校

傾
向
の
生
徒
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
実
態
を
把
握
し
、
相

談
窓
口
に
つ
な
げ
る
支
援
体

制
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る

が
町
長
の
見
解
は
。
ま
た
、

高
校
生
の
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
、
補
正
予
算
を
組
ん
で

実
施
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

相
談
し
た
く
て
も
出
来
な
い

教
育
長　

①
本
町
に
も
該
当

す
る
児
童
生
徒
は
い
る
が
、

他
の
自
治
体
の
登
校
支
援
施

設
利
用
や
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
行
い
、
状
況
が
改
善

に
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
本
町
と
し
て
登
校
支
援
施

設
の
設
置
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
実
態
調

査
に
つ
い
て
は
、
空
知
教
育

局
の
教
育
支
援
課
長
を
通
じ

て
、
課
題
の
解
決
に
あ
た
る

こ
と
や
教
育
長
会
な
ど
の
組

織
を
活
用
し
な
が
ら
課
題
の

解
決
に
あ
た
れ
る
よ
う
模
索

し
て
い
く
。

町
長　

②
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
各
学
校

及
び
町
教
委
と
の
連
携
、
関

係
機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど

保
護
者
の
支
援
も
行
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
現
時
点
で

は
、
高
校
生
の
不
登
校
傾
向

感
想　

大
き
な
前
進
と
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
検
討
す
る

と
の
回
答
が
あ
り
、
一
歩
前

進
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の

と
考
え
る
。
今
後
、
同
様
の

事
案
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

町
行
政
の
対
策
に
期
待
す

る
。

保
護
者
や
、
今
困
っ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
に
手
を
差
し
伸

べ
る
ス
タ
ン
ス
で
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

に
あ
る
生
徒
に
つ
い
て
の
実

態
調
査
は
考
え
て
い
な
い

が
、「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
広
く
周
知

す
る
等
、
一
層
の
支
援
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
出
来
る
こ

と
に
は
、
制
限
が
あ
る
が
検

討
し
た
い
。

北海道新聞（6 月２日掲載）

空知管内では９市町が登校支援施設を設けている



                  

Ａ：時代に即した展開を図る

定
住
促
進
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町
長　

本
町
の
子
育
て
世
帯

の
移
住
定
住
施
策
と
し
て
、

中
学
生
以
下
の
児
童
の
い
る

世
帯
、
40
歳
未
満
の
若
者
転

入
世
帯
に
対
す
る
若
者
移
住

促
進
助
成
の
継
続
実
施
や
、

道
と
連
携
し
た
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
移
住
支
援
に
つ
い
て
は
今

年
度
か
ら
、
18
歳
未
満
の
世

帯
員
に
対
す
る
加
算
措
置
を

設
け
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
支

援
等
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
自
己
負
担
分
に

対
す
る
全
額
助
成
や
、
幼
児

給
食
費
の
軽
減
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や
、
子
ど
も
発

達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど

町内には児童福祉施設が充実している

鈴木千逸 議員

議
員　

人
口
減
少
に
つ
い
て

は
ど
こ
の
自
治
体
で
も
悩
ま

し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
解

決
策
の
１
つ
と
し
て
、
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
策
を
整
備

す
る
こ
と
で
移
住
・
定
住
促

進
を
図
り
、
解
決
に
向
け
て

努
力
し
て
い
る
自
治
体
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　

栗
山
町
の
第
７
次
総
合
計

画
で
も
若
者
・
子
育
て
世
代

を
増
や
し
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
栗

山
町
に
移
住
さ
れ
る
方
に
対

す
る
住
宅
支
援
制
度
な
ど
が

あ
り
、
同
時
に
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
策
が
打
ち
出
さ
れ

て
移
住
・
定
住
に
向
け
た
施

策
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

子
育
て
世
帯
の
定
住
促
進

に
向
け
た
支
援
施
策
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
帯
が
「
住
み
や
す

い
町
栗
山
」
を
実
感
し
、
さ

ら
に
は
経
済
の
活
性
化
や
人

口
減
少
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

の
児
童
福
祉
施
設
の
充
実
、

さ
ら
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
な

ど
、「
子
育
て
世
帯
が
住
み

や
す
い
ま
ち
」
に
向
け
た
、

総
合
的
な
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
。

　

今
後
も
第
７
次
総
合
計
画

に
基
づ
く
関
連
事
業
を
推
進

し
、
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
時

代
に
即
し
た
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　Ｑ：子育て世帯の支援の充実を

感
想　

栗
山
町
は
子
育
て
世

帯
に
対
す
る
支
援
策
は
一
定

程
度
さ
れ
て
い
る
が
充
分
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
。
岡
山

県
奈
義
町
な
ど
先
進
事
例
を

研
究
し
な
が
ら
、
栗
山
町
で

こ
の
先
何
が
人
口
減
少
対
策

に
必
要
な
の
か
、
子
育
て
世

帯
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か

を
探
り
、
効
果
的
な
提
案
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問
趣
旨　

人
口
減
少
が
進

む
と
交
付
税
も
削
減
さ
れ
町

と
し
て
の
生
産
力
も
下
が

り
、
結
果
と
し
て
充
分
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
な
い

事
態
に
陥
る
。
そ
う
な
る
前

に
今
子
育
て
世
帯
の
支
援
策

を
充
実
し
て
移
住
定
住
政
策

を
強
化
し
、
人
口
減
少
速
度

を
遅
ら
せ
る
べ
き
と
思
い
質

問
し
た
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています
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農
地
整
備

Ａ：生産性の高い農業・農地整備を促進

Ｑ：道営基盤整備事業の今後の要望は

齊藤義崇 議員

質
問
趣
旨　

栗
山
町
の
農
地

整
備
事
業
に
つ
い
て
の
私
案

を
提
示
し
、
そ
の
事
業
推
進

の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と

を
目
的
に
質
問
を
行
っ
た
。

議
員　

栗
山
町
の
農
地
面
積

は
約
６
，
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
現
在
は
水
田
の
道
営

基
盤
整
備
事
業
の
採
択
が
進

み
、
大
規
模
農
業
が
可
能
な

な
農
地
が
増
え
て
い
る
。
し

か
し
、
透
排
水
性
が
悪
く
、

ほ
場
区
画
の
狭
い
水
田
も
混

在
し
て
い
る
。
畑
地
に
お
い

て
も
同
様
で
農
地
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
の

農
地
整
備
の
見
通
し
と
農
業

発
展
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

①
現
在
、
道
営
基
盤
整
備
事

業
の
今
後
の
要
望
に
つ
い
て

の
現
状
認
識
は
。

②
残
り
の
未
整
備
地
区
で
国

営
に
よ
る
事
業
展
開
は
で
き

な
い
か
。

③
農
地
利
用
の
最
適
化
が
重

要
で
あ
る
が
、
農
業
委
員
会

で
は
今
後
の
栗
山
町
農
業
の

発
展
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　

①
現
在
、
町
内
に
お

い
て
は
、
北
海
道
が
事
業
主

体
と
な
る
農
業
基
盤
整
備
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
新
た
に
４
地
区
に
つ
い

て
事
業
採
択
に
向
け
て
順
次

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
再

整
備
が
必
要
な
地
域
が
多
く

存
在
し
て
お
り
、
総
合
計
画

に
お
い
て
計
画
的
な
基
盤
整

備
の
実
施
と
と
も
に
、
畑
地

帯
の
基
盤
整
備
の
推
進
を
掲

げ
た
。
今
後
は
「
栗
山
土
地

改
良
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心

に
、
連
合
期
成
会
と
も
連
携

し
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い

く
。

②
受
益
面
積
や
非
農
用
地
区

域
の
設
定
な
ど
、
採
択
要
件

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
要

望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
町

と
し
て
も
一
体
と
な
っ
た
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
国
営
事
業
に
お

い
て
も
、
採
択
要
件
が
あ
る

こ
と
か
ら
町
と
し
て
も
一
体

感
想　

充
分
に
納
得
い
く
回

答
が
得
ら
れ
た
。
今
後
は
事

業
推
進
の
合
意
形
成
に
む

け
、
私
も
政
治
活
動
と
し
て

お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
。

と
な
っ
た
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
く
。

農
業
委
員
会
長　

③
栗
山
町

農
業
委
員
憲
章
を
遵
守
し
、

食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
の
実
現
、
優
良
農
地
の
確

保
と
効
率
利
用
、
担
い
手
へ

の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

化
・
新
規
参
入
の
促
進
、
認

定
農
業
者
や
新
規
参
入
者
等

の
意
欲
あ
る
担
い
手
の
育

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

基盤整備により大規模農業が可能な農地が増えている

成
・
確
保
と
経
営
支
援
を
強

化
し
、
農
業
・
農
村
の
持
続

的
発
展
、
活
力
あ
る
農
業
と

農
村
社
会
を
め
ざ
し
て
い

く
。
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文　書　質　問

土井道子 議員

Q：図書館サービスの向上を
　図書館をもっと快適に、また、利用者への読書サービスや憩いの場所として図書
館がもっと活用されるよう次の点について伺う。
① 来年度の図書館システムを更新時に、利用者登録を数年に１度の割合で最新の情
報が確認できるように改善し、利用者の居住地域や年代を把握することで正確なデー
タ分析が行え、新書購入やイベント計画に活用できると考えるがいかがか。
② 著作権の支障のない範囲で利用者自身が望むコピーをするために閲覧室にコピー
機を設置できないか。
③ 安心安全に図書館を利用し、図書がいつまでも清潔に利用できるよう図書の除菌
ＢＯＸを導入してはどうか。
④ 図書館で不用になった本をリサイクル本として提供をしているが、その提供内容
を事前に広報してはどうか。
⑤ 図書館の貸出サービスや館内の見回りはパート職員を雇用し、職員の業務負担を

軽減することで、より利用者に寄り添える対応ができるのではと考えるがいかがか。

Ａ：今後より一層利用者の皆様に寄り添える体制を構築
① ５年以上図書館利用がない方は「長期未利用者」として、貸出の際に利用登録に必須な情報の再記入と
身分証の提示をお願いしている。また、このデータを基に、新書購入においても年代別等の分類を考慮し
ながら行っているが、登録済みの方の情報は更新されていないので、次期の図書館システム更新に向けて
は、新たに有効期限の設定を行うなど既登録者の情報更新も検討していく。
② 複写については、著作権法で制限が明記されており、利用者の方が複写可能かを十分把握することは難
しく、図書館職員のチェックが必要。図書館職員が確認し複写する従来の方法での実施となるので、閲覧
室へのコピー機の設置は行わない。
③ コロナ禍中は、フィルムコーティングしているすべての図書に
ついて毎回消毒をして対応していたが、さらに感染症対策を図る
ため除菌 BOX の導入を検討していく。
④ 図書館で不用となった図書を有効活用するため無償で町民に還
元している「リサイクル市」については、令和３年より規模を縮
小して「リサイクル文庫」として常設実施に変更している。今後
も図書館ホームページ等でさらに周知を図っていく。
⑤ 現在も貸出の窓口対応は臨時職員を中心に正規職員と行ってお
り、館内の見回りに関しても、返本の際に館内の巡回を行ってい
る状況であり、新たにパート職員を追加する予定はない。職員の
業務負担の軽減については、他の業務の見直しを図りながら、今
後もより一層利用者の皆様に寄り添える体制を構築していく。

解説

　定例会議開催月（3 月、6 月、9 月、12 月）以外の月に、文書で執行機関の長 
（町長等）の所信を問うことができます。

　質問の内容全文はホームページで公開しています。

文書質問とは

提出日　令和５年４月　７日
回答日　令和５年４月２１日
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　栗山町議会モニター募集

　【任期】２年間（令和５年９月１日～令和７年８月３１日）

   【資格】　① 年齢満１８歳以上の町民で公務員、各種議会議員又は各種行政委員ではない方

　　　　　② 町議会の仕組み及び運営に関心のある方

　　　　　③ 町政及び地域社会の発展に関心のある方

  【内容】   ① 会議を傍聴し、当該会議の運営に関する意見を文書により提出する

               ②  「栗山町議会だより」及び「栗山町議会ホームページ」に関する意見を文書により提出する

　　　      ③ 議長が依頼した町議会の運営に関する調査事項に回答する

               ④ 町議会議員と１年に１回以上、意見交換を行う

               ⑤ 政務活動費の使途に関すること

               ⑥ その他議長が必要と認めたこと

    【受付期間】令和５年８月１日（火）～１８日（金）

　　　　　※電話での応募は平日８時３０分～１７時１５分　　

   【宛先】栗山町議会事務局

　〒 069-1512　栗山町松風３丁目２５２番地
   TEL：0123-73-7517/FAX：0123-72-1233　
   E メール：gikai-jimukyoku@town.kuriyama.hokkaido.jp

    【応募方法】　　

　　　　　住所・氏名・生年月日・電話番号を下記宛先までお知らせください。

　　　　　（電話、FAX、E メールも可能です。）   

　栗山町議会では、町民の皆さんから議会運営や政務活動費などへのご意見、ご感想をいた

だくことを目的に「議会モニター」を募集しています。
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９月定例会議の開会日

月　　 日～９ 5
議会の予定

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

議会に行こう！
　傍聴は議会活動に触れる最
も身近な方法です。皆さんの
選んだ議員の活動や町政の方
針などを、ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴でき
ますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しくださ
い。
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ひ と こ と

表紙の一枚！
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　人が作ったビルやマンションの中で育った東京出身の私は、昨
年４月栗山町に移住しました。
　最初に教わったのは「人は自然に生かされている」ということ。
　お日様、青く広い空、色々な形の雲、木や花、鳥や虫。米や野
菜が美味しく食べられるのもこの自然のおかげなのだと、当たり
前のことを実感しました。
　一年の間に何回涙を流したか…ホームシックは５回。感動の涙
は数えきれず。たらこ、じゃがバターの美味しさ、カッコウやカ
エルの声、ラベンダーやルピナスの花、中央橋から見る夕日、御
大師山の紅葉、星空、雪景色。そして「栗山町での生活、大丈夫？」
と言葉をいただいた時。自然と栗山町の皆さんは大らかで、正直
で、私に温かい気持ちと、前向きに生きるエネルギーを分けてく
れて。身体も心も元気にしてくれて…
　今年の元旦、栗山天満宮で願ったのは侍ジャパンの優勝と、栗
山町定住か東京かの決心ができますようにのふたつ。ひとつめは
大きな感動の中、叶いました。
　ふたつめは…明日もここで空を見上げたい。雪の中を長靴でザ
クザク歩きたい。渡り鳥の羽根の音バサバサをまた聞きたい。きっ
と毎年同じことを思うだろうな。
　「いつ帰るの？」と東京の家族からのＬＩＮＥが最近「正月に
は顔を見せたら？」に変わりました。
　この町で出会った仕事をしながら、犬を飼って、庭で野菜作り
をして…
　栗山町の皆様、よろしくお願いします。

ホームページ QR

9 月 1 日（金） 議会運営委員会
9 月 5 日（火） 9 月定例会議
9 月    11 日（月） 決算審査特別委員会

　※全て 9 時 30 分開会予定です

　「自然が教えてくれることと」
　　　　　　野

の じ り

尻　佳
か な こ

奈子（松風３）


